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要 旨 教育現場での IT機器活用は，授業の合理化，教育効果を上げるためには不可欠となり，従

来型の黒板板書や師範説明といった授業形態から変わりつつある。実習科目では，作品完成が要求され，

より多くの実習時間確保が教員の課題である。そこで，授業改善の試みとして，教材提示装置やプレゼ

ンテーションソフトを活用した教材作成を行い，本学，短期大学部服装学科，ファッションビジネスコ

ース 1年次を対象に「被服構成実習 IJのスカート製作における場合を取り上げ，平成16年度前期に授

業展開し，学生にアンケート調査を行った。これを第一次調査とした集計の結果， I T機器活用の解説

は解り易いが，動画ならばビデオのような完成された解説教材よりも，教員が学生の理解に合わせ師範

できる教材提示装置を求める回答が得られた。そこで第二次調査として，ファスナーつけの部分縫い課

題に対して， DVD資料を作成し，教材提示装置とのグ、/レープに分け，一定時間内での作業効率や課題

の完成度なとやについて実験的授業を行った。この2つの調査から学生が希望する授業形態， I T機器導入

上の注意点などが浮かび上がり，今後の授業改善の参考となる結果を得られたので報告する。

キーワード I T機器被服構成授業改善

I はじめに

教育現場では，より解りやすく，より合理的

な授業展開をするために，パソコンの導入は一

般的になってきている。とくに教材資料の提示

に，パソコンによるスライド，動画による資料

作成とその活用は，教員側から考えると，有効

な手段であるとされている。

しかし，より効果的に学生の理解を深め，確実

な知識を身につけ，その教育目的を達するため

には，教員側からの考えでの教材作成や授業展
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開での疑問から，今回は本学，短期大学部服装学

科ファッションビジネスコースの「被服構成実

習 1Jの科目において，被服構成実習における教

材作成や 1T機器の活用について考え，授業改

善を図るための方策をさぐることを目的とした。

そこで，学生の興味と知識を高めるためには

1 T機器の活用が授業を合理化する有効な手段

であると仮定し，実験的授業展開を試みた。第

一次調査として，板書や標本解説などの従来の

授業形態に比べ，実習内容の解説や講義解説時

間の短縮のために IT機器を活用した授業を展

開し，授業最終日に受講学生に受講後のアンケ

ート調査を実施した。そこで，教材や資料提示

方法に対して学生の満足度などを知るための設

問を準備した。さらに，第一次調査の結果を踏



まえ，第二次調査として， DVD教材と部分段

階標本による教材提示装置での実験授業を展開

し，制限時間内に，どの程度理解でき，また，

要求された部分縫い作業に対して，作品の完成

度や作業時間などを調査した。

この調査はビジネスコース学生の授業改善を

目的に始めたが，この調査結果は，本学学生に

共通すると思われたので，今後の授業展開での

参考の一助となることを願い，調査報告するこ

ととした。

E 調査手順

1目第一次調査

(1) 1 T活用のための教材作成

(2)授業展開の試み

(3)前期授業終了後の第一次アンケート調査

(4) 第一次アンケート調査の結果

2. 第二次調査

(1) 実験授業のための教材作成

(2)実験授業の試み

(3)実験授業後の第二次アンケート調査

(4)第二次アンケート調査の結果

上記手順に従って調査を進め，授業改善のた

めの方策をまとめた。

E 第 次調査

1. 調査方法

(1)調査対象科目

本学，短期大学部服装学科ファッションビジ

ネスコースl年次，必修科目，前期半期， 3単位

で開講されている「被服構成実習 1Jを対象科

目とし，実習科目での 1T機器活用による授業

展開改善のための試みを行った。

この科目の授業内容は，対象がビジネスコー

スの学生であるため，被服構成の技術的な知識

を半期という短い期間に，ファションビジネス

現場，中でも販売現場における被服構成基礎知

識と技術修得を目的としている。そこで，幅広
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く最低限の基本的技術を修得するために，被服

造形のための用具解説や販売現場で、のボデ、イフ

イツター1)体型知識およびJ1 Sサイズ知識，

採寸や修理・お直し，縫製技術，さらに縫製の

良し悪しの判断やボタン取れといった現場での

トラブノレにも対処できる技術の修得などを，ス

カート製作を主にした実習を通して，身につけ

られるようにカリキュラム構成をしている。

さらに学生の大半は生産現場での技術職とは

目的を異にしたビジネス現場での活躍を目指し

て入学してきているため，自宅にミシンを持つ

学生が3割程度と非常に少ない。そのため基本的

には実習時間内での製作・完成を要求され，解

説時間短縮と実習時間確保のためにも，授業の

合理化と学生の理解を促す，わかりやすい教材

資料準備が求められる科目である。

(2)調査対象者

第一次アンケート調査の対象者は，平成16年4

月文化女子大学短期大学部ファションビジネス

コース入学生で，平成16年度前期，半期開講，

必修2単位の「被服構成論 1J及び半期開講，必

修3単位の「被服構成実習 1Jを受講した117名

である。

(3) 第一次調査のための教材作成

調査のために準備した教材は，パソコンソフ

トPowerPointで、作成した実習解説のための教

材資料と教材提示装置を活用するためのスカー

ト部分段階標本である。

1) Pow巴rPointで、作成した教材について

パソコンソフトPowerPointを選定した理由

は， 1 T活用のための授業改善に有効な手段と

して，教育現場でよく使用されているスライド

形式の資料作成ソフトであり，現在もっとも使

用頻度が高いものであると思われたからである。

また，社団法人私立大学情報教育協会主催によ

る「授業情報技術講習会[e一講習] (平成16年6

月21日から平成17年3月31日)は，このソフトを

用いて，私立・国公立大学および短期大学教員

を対象にした講習会を開催し，授業事例の紹

介・授業での教材活用イメージ・各機能の技術

解説をおこなっている。同協会では他にも毎年，



対面式の講習会を開催し教員の IT機器活用に

よる授業改善に努めている。

今回の調査のために作成したPowerPoint の

タイトルは以下のものである。写真，図解を中

心に，学生の興味や意識が，解説に集中するよ

うに，解説文にはアニメーション機能を用いて，

文字や記号が動くように作成した。

①縫製の基礎知識

②裁断と印つけ

③仮縫い合せ

④ダーツ繕い・縫い割りの基礎

⑤ファスナーのつけ方

⑥プリーツの縫い方

⑦ヨーク付け

③ウエストの始末(ベルトレスの場合)

⑨ベルト付け

⑮縫製指示書について

⑪縫製工程分析表について

⑫商品検査

⑬スカートの作図手順

⑭ボディフィッターとは

⑮身頃原型について

2) 教材提示装置を活用するための部分段階

スカート標本の作製

教材提示装置を用いて解説した内容は以下の

項目である。

①用具解説

②ダーツの縫い方と始末

③脇縫い

④コンシーノレファスナ一つけ

⑤プリーツの折り方

⑥プリーツの縫い方

⑤ヨークのっけ方

⑦ベルトレスの始末

③ベルトっくり

⑨ベルト付け

⑩ボタン付け

⑪カギホックのつけ方

⑫まつりの仕方

解説内容に応じて途中段階の標本を準備した。

師範作業がスムーズに行えるように，ピン打ち
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図 1 教材提示装置

や針に糸を通した状態の標本も準備し，解説時

には使用する用具の取り扱い上の注意や使用方

法も加え，学生の反応，理解のスピードにあわ

せて，表示画面の拡大縮小を繰り返しながら解

説した。

スクリーンまたはTVモニターに映しだした

画像の方向や見え具合については，学生とコミ

ュニケーションを図りながら解説した(図1)。

(4)授業展開の試み

スカート製作のためのパターンはパターンC

ADを活用して JI Sサイズ7号から13号まで

のセミタイトシルエットのスカートパターンを

ネスト図として出力準備し，学生に配布した。

また，各自の使用パターン号数を決定し，綿布

で型おこしをした各サイズのスカートサンブ。ル

を試着し，既製服のフィッターを行う要領で幅

だし，幅つめ，丈変更などの情報を配布CAD

パターンに直接記入して各自の基本パターンと

して使用した。パターンに記入された補正線は

別に出力された1/4縮図にも記録として残した。

さらに，プリーツ，ヨーク，フレアーなどのデ

ザインパターンへは，これを基に自由にパター

ン展開した。

コースの特性上，作図方法と作図解説について

は講義のみとし，縫製理解のできた時期にPower

Pointによる作図手順解説のための教材資料を

用いて講義した。講義時には，スクリーンに映

し出される図と同じ図を解説プリントとして配

布，活用したので，学生は実際の作図練習を行

っていない。



表 1 調査票概要

鯛査票概要

商 1 /可ヲコン伝家立あり蚕子かつ }王い ②し可三叉
問2 いつから家にありますか? (問 1で「はし、」の人のみ答えてください

①生まれる前からあった ②幼稚園のころからあった ③小学生ころからあった ④中学生のころからあった
⑤高校生のころからあった ⑥大学生になってから必要になって購入した

問3 あなたが，はじめてパソコンにさわったのは何歳の時で，どのような状況でしたカミ。
①幼稚園または就学以前[ 1 ②小学校時代[
③中学校時代[ 1 ④高校時代[

間4 あなた自身が，学校教育の中でパソコン実習や解説を今まで，どのくらい受けてきましたか.状況をかいてください。なければ，
「なし」と記入してくださしL

¢幼稚園または就学以前[ 1 ②小学校時代[
③中学校時代[ 1 ④高校時代[

間5 あなた自身が，学校教育の中でパソコン実習や解説を今まで，どのくらい受けてきましたカ礼状況をかいてください。なければ，
「なしJと記入してください。

①幼稚園または就学以前[ 1 ②小学校時代[
③中学校時代[ 1 ④高校時代[

問6 今まで， (高校時代・その他の科目)でパソコンによる資料提示やPOwerPointのスライドショーによる授業をこの講座以外に受
けたことがありますか?
①はい ②いいえ

問7 高校時代や過去にパソコン関係の資格試験を受けて，取得している資格があれば書いてください

問日 間7で「はしリと答えた方はいつどのような科目でパYコンのスライド等を見ましたか?
①いつごろ (小学) [科目名 ] ②いつごろ (中学) [科目名
③いつごろ (高校) [科目名 ] ④いつごろ (大学) [科目名

問9 自分専用のパソコンはありますか?
①はい いつから持っていますか(小学校 中学校 高校 大学不明) ②いいえ

問10 自分専用のパソコンが欲しかった理由はなんですか0主に何に使用するために購入しましたかっ
問11 自分専用機を持っている方，お答えください

a:使用頻度はどのくらいですかっ
・毎日使う ・2日にl度くらい ・3日に l度くらい ・5日に l度くらい ・1週間にl度くらい
・10日にl度くらい ・2週間に 1度くらい ・3週間に l度くらい ・1ヶ月に一度くらい
-最近橋用していない ・その他 ( ) 

②延べにして 1週間で何時間ノ々ソコンを使用していますか ( 時間)
@使用しているアプリケーションやソフトはなんですか

• win95 ・win98 ・win2000me • winxp • Mac ・その他 ( ) ・わからない
※インターネットのみがあればよかった

④使用しているソフトは何ですか?また操作できるソフトはなんですか
• Word ・Excel • POwer Point ・I1ustrator • Phot Shop 一太郎 ・花子 ・その他

問12 まだもっていない人にお尋ねします。自分専用のパソコンが欲しいですかっ
①はい[理由 ] ②し、いえ[理由

問13 学校の施設(授業やオープンメディアノレームなど)を利用している方，お答えください
¢学校での使用頻度はどのくらいですか?

・毎日使う ・2日に 1度くらい ・3日に l度くらい ・5日に 1度くらい ・1週間に l度くらい
. 10日にl度くらい・ 2週間に 1度くらい ・3週間にl度くらい・ 1ヶ月に一度くらい ・最近利用していない

②延べにして 1週間で何時間学校でパソコンを使用していますか ( 時間)
③使用しているアプリケーションやソフトはなんですか

• win95 ・win98 ・win2000me • winxp • Mac ・その他 ・わからない
③使用しているソフトは何ですか?また操作できるソフトはなんですか

• Word • Excel • POwer Point ・I1ustrator • Phot Shop 一太郎 ・花子 ・その他 ( 
間14 今回，パソコンによる授業解説を多く取り入れましたが，そのことについてこたえてください。

②黒板の板書とパワーポイントによるパソコン導入の解説をくらべてよかったと思う項目をよし、順に選択し四角い枠の中に順
番に記号をかいてください
(ア)プリントと画面が同じでわかりやすかった
(イ)解説にあわせて文字や解説文が動いて出てくるので画面が見やすかった
(ワ)写真は図より見やすくわかりやすかった (エ)板書より，短い時間で講義がすすみ理解できやすかった
(オ)わからない場合は画面を繰り返し見られるのでよかった (カ)大きく写るのでよかった。
(キ)その他(

|一番よい I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 

1 

②黒板の板書とパワーポイントによるパソコン導入の解説をくらべて悪いと思う項目を悪い意順に選択し，四角い枠の中に順
番に記号をかいてください
(ア)回りが暗くプリントが見えない (イ)写真，図が見にくい
(ウ)板書より，短い時間で講義がすすみ理解できたつもりになるが，実は頭に入っていない
(エ)回りが暗く， TV，や映画を見るようでつい眠くなる
(オ)スクリーンは長時間，見ていると疲れて集中力が鈍くなる (カ)その他(

l一番悪い I 23  I 4 I 5 

| 
④教材提示装置とパソコンではどちらがよかったですか?

-教材提示装置の方がよかった [理由 ] ・パソコンの方がよかった [理由
⑤今回静止画の写真が多かったがビデオのような動画解説がほしいですか

①はい[理由 ]②いいえ[理由 ]③どちらでもない [理由 ] 
間15 今回，教材提示装置やパソコンを補助教材として活用しましたが，今後，それらの教材作成に改善してほしい注意すべき点が

あれば述べてください
①はい[理由 ]②いいえ[理由 ]③どちらでもない [理由

問16 実習科目において教材提示装置やパソコンを補助教材として活用することはよいことだと思いますか。
①はい[理由 ]②いいえ[理由 ]③どちらでもない [理由

問17 プレゼンテーションの形はどうしたらよく理解できると思いますか
問18 実習科目について講義・説明・解説などに望むことがあればなんでもかいてください
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縫製解説や基礎理論についてはPowerPoint 

で作成した教材と部分段階標本を教材提示装置

を用いて解説し，授業展開した。

2.第一次アンケート調査

(1) アンケート調査概要

IT機器を活用した授業に対する学生の理解

や授業改善について，学生の考えを知るために

前期授業終了後にアンケート調査を実施した。

今回の調査項目概要は表1に示した2)。

設問の構成は，問lから問7については過去の

コンビュータ環境に関する設問で，問8から問12

は現在の状況，問13から間17は今回の授業を受

講しての感想、を知るための設問とした。

3.第一次アンケート調査の結果

今回はすべての調査について集計を行ったが，

設問量が多いため，今後の授業改善のための参

考となる聞いや回答に絞り報告する。

また，回答した学生たちを取り巻くコンビュ

}タ環境が， 1 T機器活用授業に対する意識に

影響を与えているかどうかなども分析したかっ

たが，今回は調査結果報告に止め，分析は次回

の課題とした。

集計前にスクリーニング3)して「わからなし、」

や設問に対する回答に該当しない内容の場合，

また，未記入や，設問に使用していない語句で

答えた場合は，回答によっては削除してそれぞ

れの設問に対しての有効回答数を100%とした

単純集計を行った。

(1)現在までの学生を取り巻くパソコン環境

本講座を受講しアンケート調査に回答をした

学生たちがパソコンと始めて出会った状況や，

小学校・中学校・高等学校で，どの程度実際に

図2 パソコンは家にありますか
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パソコン実習を受け，授業の中でパソコンによ

る解説体験があったかなどを知るために設けた

調査項目の回答について報告する。

問lの「パソコンは家にありますか」の設聞に

対しては，パソコン所有を義務づけていない本

学の学生においても90%の学生が「家に持って

いる」と答えた。パソコンは，一般家庭の中で

も，他の家電製品と肩を並べるくらいにまで普

及してきているようである(図2)。

問2のパソコン所有者に対する設問として「い

つから家にありましたか」に対しては， i中学生

のころからあった」が36%ついで「高校生のこ

ろからあった」が34%と「小学生のころからあ

った」の21%をあわせると9割を占め i生まれ

る前からあったJi就学前からあった」と早くか

ら家にパソコンがある環境で育った学生と「大

学生になってから必要になって購入した」が残

りのl割を分けているのは面白い結果である。こ

のことから，近年，急速に一般家庭にパソコン

が普及してきたことが推測できる。

間3の「はじめてパソコンに触ったのは何歳の

時でどのような状況でしたか」の設問に対して

は，図4のような結果となった。はじめて触れた

時期については，就学前が2%。小学生が38%。

中学生が22%，高校生が3%，無回答が35%に上

り，これは設問の仕方が，高校生までの欄しか

設定していなかったためであると思われる。「わ

からなし、Ji大学生まで触らなかった」の項目を

設けておけば無回答数は激減したと考えられる。

はじめて触れた時の状況については低年齢の場

合は，ゲームのような遊びでの体験が多く，高

学年の場合は，学校教育の場での体験が大半を

22弘

図3 はじめてパソコンを触ったのは
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図4 今までのパソコン教育面活用状況は

ある
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図5 パワーポイントによる授業経験は

占めている。はじめてパソコンに触れた年代は，

これから，ますます低年齢化するものと推測さ

れる。

間4の「あなた自身が，学校教育の中でパソコ

ン実習や解説を今までどのくらい受けてきまし

たか」については，今回の調査対象者には就学前

にコンピュータ教育経験者はなく，小学生時代

では35%，中学生時代では80%，高校生時代で

は66%の学生が受けていた。高校で、のパソコン

教育がやや立ち遅れ気味のようである。しかし

表2に示すように教科を問わず，多岐にわたって

活用されてきていることが，読み取れる。そこ

でさらに今回，活用したPowerPointのスライド

ショーによる授業体験についても設聞を設けた。

問5の「今まで， (高校時代・その他の科目)

でパソコンによる資料提示やPowerPointのス

ライドショーによる授業をこの講座以外に受け

たことがありますか」に対しては図5に示すよう

に「ある」と答えたのは59%，Iなし、」は， 41% 

であった。どのような科目で使用されていたか

については科目名をまとめた(表3)。

問6でさらにどのような内容，体験であったの

かを詳細に尋ねた。小学校での授業経験がない

のは， PowerPointを活用しての授業が，まだ普

及していなかったからであると考えられる。ま

た，今回の調査科目以外にも本学では，多くの

科目でPowerPointが活用されている実態を把

表2 受講科目・体験

(小学校時代)

・コンピュータで絵を書く 0

.勉強をゲーム感覚で

.漢字練習
・算数計算
.パソコン室に行って
・ホームルーム，クラスの時間

• 5， 6年で夜下方を習っ.t::.
.授業で使用方法を習った
-文書入力
・一太郎
.触った程度
・インターネットの授業で

(中学校時代)
・， Jl!iI3蒔問要棄で
-数学(立体化，グラフ)
・情報の授業 (HP作成)
.パソコンゲーム
・地理 ! 

-デザイン画や江を描いた
.自由活動
・インターネット
.新聞作り
・曲作りや音楽の授業でつかった
.グラフィック
・話を作りアニメを作った

τつ哀荷奇麗棄で
・文書入力，文字打ち練習
・ローマ字入力の練習
・カメラをうごかした
・パソコンの授業でメーノレ
.自分の名刺をつくった
-使用法，基本操作をならった
• 1年間授業で
• 1， 2年授業で
• wordをならった
.表をつくった

(高校時代)

可E事あ要素で
.地理
・情報基礎
・HP作成
-プレゼンテーション
・レポートもパソコンで
.生物のレポート
・情報処理で週2回
.物理の授業
・授業で地図，名刺っくり
.ホームページっくり
.表計算
・2年の授業で
• 1， 2年の授業で
. :/'77主主三

-イラストレーター
• Acces 
・フォトショップ
-授業で wordや Excel
.生物の授業
・パソコンの授業
.基本操作
・レポートをかいた
.美術のレポート
・商業高校なのでよくさわった
.選択科目で受けた
・一人 1台でビデオをみた
・パワーポイントで発表もした
.文章を打った
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(高校)科目名

生物 英語 情報 倫理
日本史

数国語学
地理 英会話

生物 地学 文書処理
実践 音楽 神戸学 保健
課題研究 ワープロ実務 マノレチメディア演習
コンビュータ演習 卒業式

握することもできた。

そこで，現時点でのパソコン教育や普及につ

いて公式の資料はないものかと調べたところ，

文部科学省の「学校における情報教育の実態等

に関する調査結果」がインターネット上に公開

されていたため，内容を確認し要点、を抜粋して

みた4)。

平成16年3月31日現在の，学校における教育用

コンビュータの総台数は1，757，225台で前年度

1，582，594台からl年で174，631台の増加で，急速

に設置台数が伸びていることがわかる。この平

均設置率は，小学校で27.7台，中学校で44.1台

( 50 ) 



高等学校で101，4台であり，教育用コンビュータ

/1台あたりの児童生徒数は，全体で8.8人/台と

なっており，小学校11.2人/台，中学校7.7人/

台，高校6.7人/台となっている。この数値は公

立高校に対しての調査結果であり，一人一台の

設置をしている私立高校も多く，私立高校を加

えた調査の場合は，普及率が高くなると思われ

る。また，活用されている科目についての資料

は掲載されていなかったが，コンピュータで指

導できる教員の割合を教科別にみると理科・数

学・技術・情報などの専門教科科目が多く，全

体で60.3% (前年度52.8%)で，小学校72.7%

(前年度62.3%) で，中学校53.8% (前年度

46.1%)で，高等学校46.1 % (前年度38.1%)

で、あった。

これを参考にしてみると，本学の調査結果で

も小学生，中学生でのコンビュータ活用に関し

ての体験が高く，高校での体験の低いことと一

致する。次回の分析でこの点も検討したい。ま

た，授業体験に関しての数値のずれは，本学の

場合，小・中・高，いづれも私立での教育を受

けてきた学生も調査対象に入っているからであ

ると思われる。今回の調査項目にも，小・中・

高での，公立，私立の別を問う設聞を設けてお

くとよかった。このように，かなりパソコン教

育を受け，ある程度の基本操作や知識を身につ

けて本学に入学してきている学生が増えつつあ

るので，その実態把握のため，問7に「高校時代

や過去にパソコン関係の資格試験を受け，取得

している資格があれば書いてくださしリと記述

式で回答を求めたところ，以下のような資格を

すでに取得している学生がいることがわかった。

・ワープロ検定3級・ 2級

・パソコン検定

・情報処理検定

.ワープロ実務検定l級

・コンビュータ利用技術者検定1級

・全商ワープロ検定 2級

• Word 3級

• Eexcel 5{f，& 

文部科学省の調査からも，今後は，本学に入

( 51 ) 

学してくる前に，小・中・高で、コンビュータ基

礎教育を終え，家庭でもコンヒ。ュータを保有し，

ある程度操作することができるため，コンピュ

ータに慣れた学生が数多く入学してくることが

予想される。今後はそれに合わせた教材作成，

資料配布形態も考えられ，現在のプリント配布

に替わり，データ配信での資料配布や講義も一

般化されてくるものと考えられ，ますます授業

改善に関する調査研究が求められる。

(2) 現在の学生を取り巻くパソコン環境

前節で「現在，家にパソコンがある」と回答

した学生に，間8で「自分専用のパソコンを持っ

ていますか」に対し，持っていない学生につい

ては，問11で「自分専用のものが欲しいですか」

などについても設問を設け考察した。

本学では，パソコン購入を義務づけていない

ので，家にパソコンを持っていない学生や，学

内での利用ために，オープンメディアルームを

設置し，学生が自由に使用できる場所を設けて

いる。そこで，その利用状況についても，設聞

を設け使用頻度や目的について尋ねた。

問8の「自分専用のパソコンはありますか」の

回答のうち自分専用のパソコンを自宅にもって

いる学生は問lで「家にある」と回答した学生の

約2割強で，中学，高校ですでに親から与えられ

た学生がその半数を占めている(図6)。

その所有理由は「インターネットで情報を得

るためJrレポート作成など授業に活用するた

めJr趣味に活用するため」が主な理由であった。

中には r親が買ってきたJr親に与えられたJと

いう，受身の理由もあった。

さらに，間10で自分専用機を持っている学生

にパソコンの使用頻度を尋ねたところ，図7に示

すように「毎日使う J33%，次いでr3日にl度」

図6 自宅に自分専用のパソコンはありますか
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図7 パソコンの使用頻度は

19%， 11週間lこ1度」も19%，12日に1度J14%で

占め，合わせると専用機を持っている学生の8

割は使用頻度が高いようである。

延べにしての一週間の使用時間も1時間から

24時間までと幅広く，個人差の感じられる結果

となり 12時間J37%，次いで110時間J14%で使用

頻度に，ぱらつきが感じられた。

使用しているアプリケーションは， Win98と

WinXPが多く使用されているソフトはWord• 

Excel ・PowerPoint ・PhotShop ・Ilustrator• 

一太郎・花子といった，一般に普及しているソ

フトばかりであった。

自分専用のパソコンをもっていない学生に対

して，問11で「自分専用のパソコンが，ほしいで

すか」ときいたところ 1はいJ55%， 1し、いえ」

35%， 1わからなしリ 10%であった(図的。

「はしリという，欲しい理由としては「自分の

部屋でインターネットがしたい。」が30%で，最

も多く，次いで「レポート作成したしリ 18%，1部

屋にあったほうがすぐに使えて便利J11%， 1学

校で終わらなかった課題をしたい。J8%， 1親が

使っている時聞が長いからJ5%と続き，中には，

パソコンの最近の機能を考え， 1インターネット，

TV，音楽，何でもl台で済むから」といった，

コンビュータに関する知識の高さを伺える回答

もあった。

いいえ
35首

わからない

図8 自分専用のパソコンがほしいですか
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旬、し、え」に対する理由は11家にl台あれば十

分，使いたい時に使えばよい」が57%で6割にも

上り， 1まだ使うことがないJ1まだ使う目的がな

しリを合わせると25%にのぼり，入学後半年未満

のl年次生を対象としたための結果であると考

えられる。学年やコースの違いによる回答特色

も考えられるため，今後もこの点については期

間をおいて調査を継続したい。

また，学校の施設備品の利用に関しては，問

12で学校の施設(授業やオープンメデ、ィアルー

ムなど)を利用している学生にその利用状況を

尋ねたところ57%の学生が利用しており，学校

での使用頻度は， 11週間にl度くらい」が48%で，

13日にl度くらしリが18%と高かった。

「延べにして1週間でイ可時間学校で、パソコン

を使用していますか」については13時間」が27%

で最も多く，ついで， 11時間30分J25% 11時間」

21 %， 12時間J19%で合わせて92%と1時間から3

時間に集中しており，あまり長くは使用してい

ないようである。

「使用しているソフトは何ですか。また操作

できるソフトはなんですか」については， Phot 

Shopが圧倒的に多かった。これは，服装学科と

いう学科の特性上，教科目での活用頻度も高く，

また画像処理の汎用ソフトであるため，小学生

のうちから，年賀状や名刺作りなどの授業体験

があり，このソフトを使い慣れた学生が多し、か

らであると思われる。

(3)授業に対する回答についての考察

前期の授業展開や授業体験と，高校までの授

業形態などを比較して，どのように感じたのか，

また，今後の要望についての問13から間17まで

の設問の回答から，以下のことを知ることがで

きた。設問の形式上，要約して報告する。

①「黒板の板書とPow巴rPoint によるパソコン

導入の解説を比べてよかったと思う項目」

については， Power Pointのほうが良かった

理由として「画面とプリントが同じでわか

りやすし日が35%と最も多く，これは画面

の説明を聞きながら重要なポイントを手元

のプリントに記入しながら受講できること



が学生に好まれるようである。次いで「大

きく写るのでよしり 23%，I板書より短い時

間で講義が進み理解できやすしリが21%と

なっている。このことより授業でパソコン

を使用することを良かったと考えている学

生が全体の8割を占めており，実習科目にお

いても従来の板書や資料掲示による説明，

師範説明については，人数に限りがあり，

そばでもよく見えないなどの理由から，パ

ソコン活用の特徴を生かした，わかりやす

い授業を求められていると思われる。

②「黒板の板書とPowerPointfこよるパソコン

導入の解説を比較してPowerPointが悪か

ったと思う項目について」は①の良かった

とし、う設問で2割の学生が「板書より短い時

間で講義が進み理解しやすかった」と感じ

ていたが， I板書より短い時間で講義が進む

ため，理解できたつもりになるが実は頭に

入っていなしリと答えた学生が30%と一番

多かった。これは小・中・高校生時代に，

書いて覚えるということを繰り返し学習し

てきた経験から，視覚で理解できたつもり

になっているが，書くという作業がないた

めに，実は頭に入っていないという面白い

結果となった。次いで、「写真・図が見にく

いJI回りが暗く TVや映画を見るようで眠

くなる」が多く「写真・図が見にくしリにつ

いては，細かい図や表がわかりにくい場合

はプリントを配布するなどの対処をするこ

とで不満も解消できると考えられる。「回り

が暗く TVや映画を見るようで眠くなる」

については教員の一方的な講義ではなく学

生とコミュニケーションをとりながら学生

の理解を確認しながらの授業を行うことで，

ある程度は解消できると考えられる。また

長時間部屋を暗くしないようにメリハリの

ある授業内容を組み立ててし、かなければい

けないようである。その他の理由として，

「目に悪いし画面は好きではないJI説明が

早く画面がすぐ消えてしまう JI席が後ろで

見にくい」などの少数意見もあり，教室環

( 53 ) 

どちらでもない
6弛 教材提示装置

の方がよい
62弘

図9 教材装置と板書を比較すると

境や， 1コマ内での使用時間や使用のタイミ

ンを図るなどの工夫も必要であると思われ

る。

③「教材提示装置と板書ではどちらがよかっ

たですか」の項目については図9のように，

「教材提示装置の方がよかった」が6割と多

く， I実際に作業する細かい工程を見ること

ができるためにわ守かりやすいJI実物を拡大

して見ることができる」などの意見が多く，

教材提示装置を使用することで板書だけよ

りも，より理解力を高められるようである。

しかし 3割の学生が「板書の方がよかった」

と回答している。「黒板の字がきれいでわか

りやすいJIはっきり見えるし眠くならない。

書いて覚えるタイプだからJI質問がしやす

しリという意見があり，この結果より教材

提示装置と板書の良いところを組み合わせ

て上手に活用しながら授業を進めていくこ

とが良いと思われる。

④「教材提示装置とパソコンではどちらがよ

かったですか」の項目についても図10のよ

うに「パソコンの方がよかったJ47%， I教

材提示装置の方がよかったJ40%，Iその他」

13%となっている。「パソコンの方がよかっ

パソコンの方がよい

47'出

教材提示装置の方がよい

図10 教材提示装置とパソコンを比較すると



た」については「細かし、所まで見やすくわ

かりやすい。画像がきれいで文字や図が動

くのでポイントがわかりやすい。字も大き

いし繰り返し見ることができる。」という理

由が多かった。「教材提示装置の方がよかっ

た」の理由としては， I実際にやっているの

でスピードも調整がきくし動きが見えてわ

かりやすく頭に入る。教材提示装置の動き

と一緒に作業できる。Jなど、の回答が多かっ

た。

このことより，パソコンは画像がきれい

でポイントとなる所がよくわかり，繰り返

し見ることができるのでパソコンを取り入

れた授業に，実物を用いた教材提示装置を

取り入れると，さらに，わかりやすい授業

が展開できると思われる。

⑤動画解説の希望率を確認するために「ピデ

オのような動画解説がもっと欲しいです

か」の設聞については，図11に示すように

「はい」が56%と半数以上を占め， I図と写

真だけではわかりづらいので，動画の方が

作業の工程がわかりやすいと思う」という

理由が多く，実習科目では，いくつもの工

程があるために作業手順のわかりやすい説

明を求めていることがわかった。

反対に， Iし、いえ」についても40%にもの

ぼり，その理由は「動画だと早く進みそう

でわからなくなりそうだから静止画で十

分」という意見が多かった。このことより

教材提示装置とビデオ解説については，同

じ動画での解説ではあるが，教材提示装置

は話すスピードが調節でき，学生の反応を

見ながら，理解できたのか，質問や状況を

確認できるため，あらかじめ制作されたビ

図11 動画解説(ビデオ等)の希望率
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デオよりも，むしろ教材提示装置での示範

を好み，あえてビデオ資料を求めない回答

が多くなったと思われる。

しかし，ビデオ教材は繰り返し作業の工

程を見ることができ，授業に遅刻・欠席し

たり，授業時間の解説だけでは理解の出来

なかった学生にとっては，時間外に再視聴

できるため，両機器の良いところを活用す

ることにより，より理解しやすく，わかり

やすい授業展開の組み立てを考えていくこ

とが重要なポイントであると思われる。

「このように実習科目においては，教材

提示装置やパソコンのような IT機器の活

用をすることは良いことだと思うかどう

か」についてたずねたところ全回答者117

名中「はしリが100名で85%の学生が Iよ

いことである」と回答し， Iし、いえ」は8%，

「どちらともいえないJ7%であった。今後は

この15%の回答理由をさらに考え，授業改

善していくことが大切で、あると思われる。

町第二次調査

1 調査方法

(1) 第二次調査の目的と概要

第一次調査の前期授業を受講しての回答に，

「一番理解しやすかったのは，大きく映し出さ

れ，実際の手の動きを見ることの出来る教材提

示装置がよい」であった。さらに「ビデオのよ

うな動画の教材が欲しいですか」に対して「わ

かったつもりでも，画面に流されて，本当は理

解できないのかもしれないので，静止画による，

Power Pointのほうが，質問は自由で，途中でわ

からなくなれば，何回も教員に質問できるので

よい」との回答が多かった。

そこで，同じ動画状態で授業を進める場合，

ビデオ教材とリアルタイムに教師が教材提示装

置を活用し，その場で師範解説を行う場合との

授業効果の差が，学生たちが感じたように，あ

るものかどうかを確認することを目的とした。

実験は，平16年10月にコンシールファスナー



表4 DVD台本および教材提示装置での解説文

D VD台本および教材提示装置での解説文

1.コンシールファスナ一つけを練習しましょう。

2. テキストの166ページを参考にします。

3. コンシーノレファスナーは，ファスナ一つけ寸法よりも長いものを準備します。

4. 練習用の布に，ファスナ一つけのラインを，布端より 2cmのラインをひきます。

5.上から1.5cmはあきのはじめで，さらにその位置から20cmの位置が，あき止まりです。自チャコ印でつけます。

6. この間に，コンシールファスナーがつきます。

7. このラインの位置に，ピンを打ちます。

8. あきの始まりからあき止まりまで，粗ミシンをかけます。

9.粗いミシン目にするために， ミシンダイヤノレは7にします。

10. 縫いはじめは，返し縫いをします。

11.あき止まりにきたら針を落として，針目ダイヤルを 3に戻します。

12. この位置にも返し縫いをし，下まで縫い，最後も返し縫いをします。

13.次に，アイロンで縫い代を割ります。

14. ここが，さきほどのあき止まりの位置です。

15. あきの始まり位置より， 0.7cm下にファスナーのスライダーがくるように，白チャコ印を入れます。

16. 縫い目から左右 1cmの所に，白チャコ印を入れます。

17. この幅が，ファスナーの幅です。

18. ファスナーは裏に返して，白チャコ印の位置にファスナーの端を合わせてピンを打ちます。

19 チャコ印とスライダーの上部を合わせ，さらにしつけをかけます。

20 あきの始まりとあき止まりは，細かく返し縫いで，ずれないようにしつけをかけます。

21 しつけを終わります。

22. 次に，ファスナーの縫い代とファスナーに止めミシンをかけます。あき止まりの位置まで縫い，返し縫いを

します。

23. 布地を表側に返して，粗ミシンをほどきます。

24. この時，ファスナーのスライダーは，あき止まりよりも下に下げておきます。

25. 押さえがねを，コンシールファスナー用のアタッチメントに変えて，ミシンをかけます。

26. 縫い代一枚に，ミシンをかけます。

27. ファスナーのムシを起こして，アタッチメントに入れます。あき止まりの位置まで縫い，返し縫いをします。

28. 最後に，スライダーを下げて，止め金をペンチで留めます。

29. これで，コンシールファスナーつけの完成です。

つけの部分縫いを取り上げ，教材提示装置を活

用し解説したAグループ。と， DVDを製作し解

説したBグ、ループによる実験授業を展開し，解

説時間，受講後の学生の理解度や実習製作物の

完成度から，教育効果の違いなどについて調査

した。

(2)調査対象者

第二次調査の対象者は，第一次調査と同じ，

平成16年4月文化女子大学短期大学部ファショ

ンビジネスコース入学生であるが，平成16年度

後期，半期開講，選択2単位「被服構成実習 IICJ 

を受講した52名である。この講座はクラス別に
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開講されているため，授業の都合上，開講クラ

ス単位で、グループ分けを行った。

選択科目のため実験参加者数は，提示装置に

よるAグループは21名， DVDによる Bグルー

プは31名となり，サンプル数にばらつきが生じ

る結果となった。

2. 第二次調査のための実験授業

(1)実験授業のための教材製作と準備

1) 教材提示装置用段階標本作成と準備

5段階の部分標本を準備した。

①印つけから，粗ミシン前のピン打ち説



表5 部分縫い(コンシールファスナ一つけ)についての調査概要

部分縫い(コンシールファスナ一つけの実習)についての調査概要

クラス NO 氏名

く理解できましたか?

※5段階評価です。そのように思う番号にOをつけてください

①大変よく理解できた ②よく理解できた ③理解できた ④少し理解できた ⑤理解できなかった

2. 教材解説にビデオはょいと思いますかっ

※5段階評価です。そのように思う番号にOをつけてください

①大変ょいと思う ②ょいと思う ③どちらともいえない 包少しよくないと思う ⑤よくないと思う

3. ょいと思う点を書いてください。

4. よくないと思う点を書いてください。

5. 実習をはじめてから、わからなくなったところはどこですかつわからなかったところすべての番号にOをつ

けてください

①印つけのところ

②粗ミシンをかけるところ

③ファスナーのしつけをかけるところ

④ファスナーの止めミシンのところ

⑤粗ミシンをほどくところ

⑥アタッチメントの交換

⑦ファスナー付けのミシンをかけるところ

6. できあがりましたか?

①はい

・粗ミシンまで

(作業完了時間合計

( 時

問時

分

分

剣

分)

-ファスナーのしつけ(

.完成時間

②いいえ

7. 何回ビデオをみましたか?

①解説のみ 1回

②解説以外に 1回

@解説以外に 2回

包解説以外に 3回

(Q:解説以外に4回

⑥解説以外に 5回

※教材提示装置についても同形式。(間い7については無し)

時

時
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明までの状態

②粗ミシンをかけ，ファスナー幅，聞き

止まりの印つけ説明までの状態および

コンシールファスナーl本

③ファスナーのしつけ途中段階のもの

④粗ミシンを解し、た状態でファスナー

つけミ、ンン片側のみかかっているもの

⑤完成前のファスナースライダーの止

め

教卓には解説用に，教材提示装置，印つけの

ための定規，チョーク，ファスナー， ミシン用

アタッチメント，アイロンセットを準備し，隣

の机にミシン2台を用意した (1台はコンシーノレ

ファスナー押さえ金に交換したミシン)。大画面

t で提示するためにフ。ロジェクターおよび大型ス

クリーンを各l台準備した。

2) DVD教材の作成

DVD作成にあたっては，ナレーション台本

を準備した。教材提示装置に提示するための部

分段階標本の製作と合わせて同時進行で、行った。

印つけから完成まで， 13分4秒 (11カット)の教

員手作りのDVDである(表4)。

解説用には大画面で放映するために，大型ス

クリーンとプロジェクターを準備し，さらに実

習中，学生が自由に再視聴できるように，ダビ

ングしたDVD2本と TVモニターを2台準備し

た。

(2) 実験方法

実験は，同日， 2教室に別れ，講義，解説し，

その要した時聞を記録し授業効率を比較した。

また，調査にあたり，調査要項を配布して条件

を統ーして行った。その条件および概要は表5

に示した。実習時間は120分と限定し，ビデオ講

義のAグ、ループは， I実習中，テキスト5)，講義

メモと合わせ，学生が自由にビデオを視聴しで

もよいが教員の質問は一切受け付けなしリとし

た。教材提示装置のBグループは， I講義中，納

得のいくまで質問し，理解したと仮定した上で

実習をはじめ，実習中は，テキスト 5)と講義中

のメモのみで同じく教員の質問は一切受け付け

ない」とした。
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使用する部分縫いの布地はデ、ニム素材に統一

し，よこ20cmたて25cm，ファスナー25cmを配布

した。使用する用具・洋裁用具は使い慣れた個

人の用具を用いる。アイロン，ミシンについて

は各教室備品を使用する。

途中経過状況を判断するため，チェックポイ

ントとして，ビデオ台本，解説文12番の粗ミシ

ンまでの時間と解説文21番のファスナーしつけ

完了時間と完成時間を本人が記録することとし

た。制限時間内に完成できなかった作品につい

ても提出することとした。

また，実験後のアンケート調査を行い，作品

の完成度とあわせて，授業効率や授業効果につ

いて調査した。

3.調査結果

調査対象者数にばらつきがあるため，それぞ

れのグループを100%とした。

(1)授業効率について

Aグループの教材提示装置での解説は，実際

にその場で，ピンを打ち， しつけをかけ， ミシ

ンを踏むので時聞を要する。さらに，学生から，

質問を受け，再度，師範するため解説時間は27

分であった。

BグループのDVD解説は，一時停止，巻き

戻しに思わぬ時間を要したが， 21分で、あった。

解説時間においては，ビデオは教材提示装置よ

り解説時間はかなり短縮できる。

(2) 学生アンケートの結果

1)教材解説の理解度

問lで教材解説の理解度に対する設聞を設け，

それぞれに回答を求めた。

Aグノレープの教材提示装置による解説を受け

た学生については「教材提示装置での解説は理

解できましたか」に対して I大変よく理解でき

たJ5%， Iよく理解できたJ29%， I理解できたJ

56%，合わせて90%の学生が理解できていると

回答しており， I少し理解できなかったJlO%，

「理解できなかった」は0%で、あった。

BグループのDVDによる解説を受けた学生

についてはIDVDでの解説は理解できました



100弘

80% 

60% 

40% 

20弘

。也
Aグループ Bグループ

(教材提示装置) (DVD) 

園理解できなかった

ロ少し理解できた

ロ理解できた

図よく理解できた

図大変よく理解できた

図12 教材解説の理解度

か」に対して， I大変よく理解できたJ19%， Iよ

く理解できたJ29%， I理解できたJ36%，合わせ

て84%の学生が理解できていると回答しており，

「少し理解できなかったJ10%，I理解できなかっ

た」は6%で、あった。

比較した学生数が違い，単純集計による比較

は難しいが，両機器共に理解度が高く現れた。

しかし，教材提示装置と DVDの理解度を図12

で並列してみたところ， DVDは大変よく理解

できていると感じた学生も多い反面，理解でき

なかったとの回答もあり，機器による感じ方に

差のあることが読み取れる。

2)教材解説に対する適正

問2では両機器の教材解説に対する適正につ

いて，前述の問l同様にグ、ノレープごとに設聞を設

け，集計をした。

Aグノレープは「教材提示装置はょいと思いま

すか」に対し「大変にょいと思う J10%， Iょい

と思う J85%，IどちらともいえないJ5%で， I少

しよくないと思う JIよくないと思う」は回答が

なかった。

Bグ?ループタはIDVDはょいと思いますか」に

対し「大変にょいと思う J16%， Iょいと思う」

58%， IどちらともいえないJ13%で， I少しよく

100弘

80% 

60% 

40% 

20唱

。再
Aグループ Bグループ

(教材提示装置) (DVD) 

園理解できなかった

口少し理解できた

ロ理解できた

図よく理解できた

回大変よく混解できた

図13 教材解説に対する適正
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ないと思う J10% Iよくないと思う J3%の回答で

あった。図13のように問l同様機器による差が読

み取れる。

①教材提示装置に関しての自由記述

「ょいと思う点」

-先生が実際にやっているので理解しや

すかった

-わからないところを何度もその場で，

きける

・スピードが自分たちに合わせられる

.疑問の場所を拡大表示で見られる

-作業の流れをリアルタイムに見られる

「よくないと思う点」

-角度によっては見えにくい

.暗くて眠い

.先生の手元が動くため見えにくい

・カメラの角度でミシンが見えにくい

② DVDに関しての自由記述

「ょいと思う点」

・早く説明が終わる

-映像をl回みると頭に残る

-遅刻や欠席しでも同じものがみられる

.何回も見られる

・段階が整理されていてよい

.商像が大きく見やすい

・巻き戻しがきく

・確実に見える

「よくないと思う点」

・ビデオの映像が飛ばし飛ばしではわか

りにくい

.実際にその場でやってほしい

.教室が暗くて眠くなる

-先生に質問できない

③問5I実習をはじめてからわからなくなっ

た点について」の自由記述

-アタッチメントの交換

・粗ミシンを解くところ

-ファスナーの止めミシン

.ファスナーのしつけ

それぞれ2割前後の回答があった。

④実習中のDVD視聴回数は2回が7%で今



図14 学生提出作品

回は，解説時l回のみの学生がほとんどでき

たあった。しかし遅刻者l名は， DVDのみ

で実習に参加したが，制限時間内に完成で

ので， DVDの教育効果の裏づけとなった。

3) 作品完成度の判定について

判定は3段階とした。

①完成しており，きれいである。

②作業は完了しているが，正確に出来ない，

再提出を要する物

③制限時間内120分で未完成のもの

図14には写真で判定例をあげた。

左図は縫い目のように見えるきれいな作品で，

これを判定基準とした。右図は学生が完成した

と答えている作品の中で，教員の判断による再

提出のものである。ファスナーのつけミシンが

離れ，土台布が見えてしまっているため，ミシ

ンかけを再度行う必要がある。

学生本人が完成に至ったと判断した人数と教

員の判断の人数には差が生じた。

Aグループ(教材提示装置)の完成判定は学生

90%で，教員66%となり Bグループ(DVD)

の完成判定は学生86%で教員69%となった。

これを作業時間チェックとあわせてみてみる

と教員が完成とした学生はファスナ一つけミシ

ンに要した時聞が長く，何度か直していたため，

制限時間ぎりぎりまで作業していたと思われる。

そのため，作業時聞については，次回の分析と

したい。
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V 授業改善のためのー提案

より理解力を高める授業展開のためには学生

との対話が重要であり，学生の意見を取り入れ，

学生の視点に立った教材作成を行うことが必要

である。さらに授業での IT活用を改めて考え

直し，よりよい授業展開を組み立てることの必

要性を改めて知ることができた。

調査の結果，実習科目について IT機器を活

用した場合，従来の授業展開方法とは異なった

教材資料作成や，授業展開上の注意点が必要で

あり，次の点、を考慮したパソコン活用や教材提

示装置の活用が必要である。

1) 教材提示装置の場合

①教材提示装置活用の場合は従来よりもス

ムーズに，授業展開するためには，段階標

本を多く用意する必要がある。

②被服構成の実習科目においては，教員師範

は大切な指導法である。手元の作業を拡大

たり，ズームアップズームダウンを繰り返

し，解説を行うことができる教材提示装置

は，学生の支持が高かった機器であり，学

生の理解を確認しながら次の師範動作へ移

るように活用すれば有効な機器である。

さらに学生とのコミュニケーションを図り

ながら， リアノレタイムに師範することで，

理解を高めることができる。

2) Power Point等のパソコンの場合

①パソコンを活用して図解解説する場合，理

解したつもりでも，頭に残らないという学

生の意見があったので，図は大きく，大切

なポイントはカラーなどにし，ポイントと

なる解説部分は， Power Point等のアニメー

ション機能を上手に活用し，意識の集中を

図る。

②画面と同じプリントを準備するとよい。

また，今後はデータ配信での参考教材や資

料配布の形式も，有効である。

③部分拡大図を多く準備した画面構成で理

解を高める教材作成が必要である。



④また，作業工程などの理解のためには，音

声や動画画面も挿入した教材が望ましい。

⑤暗くすると眠くなるとあったので，学生の

反応や理解をみながら，解説を進め，次画

面に移るようにする。

3) DVDの場合

①遅刻・欠席の学生や，理解できなかった場

合，繰り返し再視聴が可能なDVDは有効

な機器である。

②動画資料の場合，一方的に流され，理解し

たつもりでもできていないと感じた学生が

多かったので，ポイントを短いカットで作

成し，放映時間は短く制作する。

以上の結果から，最も適切な活用は，教材提

示装置と DVDの組み合わせ活用である。ミシ

ンがけや，見えにくい部分はあらかじめDVD

に撮影し，準備した動画をPowerPoint などに挿

入し，静止画や拡大図などとあわせて教材作成

することが望ましい。また，教材提示装置のた

めの段階標本作成時に， DVDの撮影や写真撮

影を行うと時間も短縮でき，教材準備がスムー

ズである。さらに授業展開は，学生とコミュニ

ケーションを図りながら教材提示装置主体に運

び，授業当日の様子をDVDに撮影し，遅れた

学生などに繰り返し視聴させることが望ましい

と思われる。

いづれの IT機器を活用する場合にも，大型

スクリーンは周囲が暗くなると眠くなり，メモ

も取りづらいと回答があったため，部屋はなる

べく明るい状況で写し出せるようなライティン

( 60 ) 

グの工夫も必要である。以上の結果を参考に今

後も継続的に調査をすすめ，授業改善に役立て

ていきたい。

今回は，実験授業という形でファッションビ

ジネス研究室のひとつの取り組みとして，今後

の授業改善のために学生の意見や考えを知るた

めに半期間，毎回思考錯誤しながら授業準備を

行い，最後に調査をすることで，貴重なデータ

を得ることが出来た。ファッションビジネス研

究室すべての教員の協力に感謝するとともに，

快く実験・調査に協力してくれたファッション

ビジネスコースの 1年次学生にこの場を借りて

感謝申し上げる。

また，第一次調査報告の一部を第6回感性工

学会大会にポスター展示6)した。多くの先生方

から貴重なご意見をいただくことができた。テ

の場をお借りして御礼申し上げたい。
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